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　今年の夏は記録的な猛暑で，東京では猛暑日の連続
記録を現在更進中です。病院での冷房の設定温度はこ
の暑さを跳ね返すことはできず，クールビズでもしの
ぐことは大変です。このようななかで私は，時代を逆
行して続けている習慣があります。診療中はネクタイ
を着用していることです。よく「暑くないのか？」と
聞かれるのですが，暑くないはずはなく，やせ我慢な
のかもしれません。しかし，習慣とは恐ろしいもので，
ネクタイを外して患者さんにお会いすると何か落ち着
かないのです。若かりし頃はケーシータイプの白衣を
着ていました。しかし，大学病院で外来を任されるよ
うになってからはネクタイ着用を守り続けています。
恩師の村井勝名誉教授も必ず趣味のよいネクタイを着
用されていました。その影響からかもしれません。
　先日，イメージコンサルタントの第一人者である大
森ひとみさんとお話しする機会があり，この習慣につ
いてお話しをしたところ，えらく共感していただきま
した。大森さんは「大森メソッド」という会社を立ち
上げ，国際的にも活躍されている服飾のアドバイザー
です。企業からの依頼で，いかに上手にスーツを着こ
なして外見力を上げ，商談を成立させるかを指導され
ています。私の習慣は「戦略」として正しいとご評価
をいただきました。
　彼女の言葉を借りると，ヒトの印象を決めるのは 6
割が外見，3割が話し方，1割が話の内容だそうです。
そして，その印象は 5～7秒で決まるというのです。初

診の患者さんが医師の印象を決めるのも例外ではない
ので，ネクタイ着用は好印象を得るための「戦略」と
して正しいということでした。
　「ただし」と，条件が添えられています。「ネクタイ
は曲がっていてはダメだし，シャツは第一ボタンを止
めていないとダメ。季節に合ったネクタイを着用し，
そして何よりも似合っていないとダメです。好きな色
とご自身に似合っている色とは違います」とキッパリ。
　著書『男が上がる！外見力』（C&R研究所，2008年）
にも書かれているのですが，どのような服装が似合う
か否かは「パーソナルカラー」で決まるのだそうです。
顔立ちだけでなく，髪の毛の色とこし，瞳の色，肌の
色から判断し，男性は spring, summer, autumn, win-
terに分けられるそうです。ざっくりと申しますと，
濃い顔立ちはwinter，草食系男子っぽい方は springと
いう感じです。自分に合う色を見つけ，シンプルで控
えめなコーディネートを心がけることが基本だと教え
ていただきました。
　おしゃれって難しいですね。自分のためにしている
一面と他者に見てもらうためにしている一面とがあり
ます。やる気を上げるために気合いを入れすぎると時
に逆効果で，似合っていないどころか，周りがドン引
きしてしまうこともありえます。大人の女子目線が大
事だと実感しました。奥様に駄目出しされたとした
ら，ガッカリせず，それこそが貴重な評価と，記憶（記
録）に留めましょう。
 （大家基嗣）
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